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 第９回「みどり香るまちづくり」企画コンテスト応募まで

 「におい・かおる環境協会賞」受賞後の取組み

 「香り風景」のご紹介と

株式会社セントスケープ・デザインスタジオの仕事



香りに対する社会的認知の高まり・・・！

環境デザインの中にも香りという視点が生まれつつあります。

2006年12月 「感覚環境の街作り」報告書 （環境省発行）

⇒ 熱環境、音環境、光環境、とともに「かおり環境」の重要性を指摘



【応募主体】 地方公共団体、民間企業、
学校法人、商店会、町内会等の住民団体や
NPO等の各種団体、個人など
※ただし、植栽場所を確保していること（植栽場所を所有して
いない場合は、その土地の所有者の同意を得ていること）。
また、植栽後の維持管理体制が明確であること。

【企画の概要】

まちづくりに「かおり」の要素を取り込むこ
とで良好なかおり環境を創出しようとする地
域の取組を支援することを目指し、「かおり
の樹木・草花」を用いた「みどり香るまちづ
くり」企画コンテストを実施します。優秀な
企画に対しては「かおりの樹木・草花」を提
供※し、まちづくりを支援します。
http://www.env.go.jp/air/akushu/midori_machi/

（コンテストHPより抜粋）

【主催】 環境省

【コンテストの目的】（一部抜粋）

まちづくりに「かおり」の要素を取り込むこ
とで、住みよいかおり環境を創出することを
目指します。

http://www.env.go.jp/air/akushu/midori_machi/
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応募にあたっての所感

・個人が発想の主体となった場合、土地の所有者の許諾、維持管理体制など、

応募の条件を整えるまでのハードルが大きいだろうと感じた。

解決策としては、たとえば、

➡ 提案面積によっては、受賞後に協力先、実現先を探すことも許可する

➡ 応募主体とされている、地方公共団体、民間企業、学校法人、商店会、

町内会等の住民団体やNPO等の各種団体、と、アイデアを持った個人

を橋渡しするようなしくみを作る

・応募書類の作成にイラストレーターが指定されているが、一般には持たな

い人も多いと思われるので、パワーポイントなど他のソフトでの作成も可と

できないか。



世田谷区二子玉川公園内「帰真園」





副賞の植栽の成長を見守る



受賞後の取組み

★中心的役割：世田谷区二子玉川公園ビジターセンター

２０１５年 ５月 帰真園体験プログラム

「初夏に香る・育む ～帰真園で香り体験と花植え～」

２０１５年 ９月 帰真園 夜の特別プログラム

２０１５年１０月・１１月 東京農業大学演習・公開講座

２０１６年 ６月 帰真園体験プログラム

「初夏に香る・育む ～帰真園で香りさがし～」

２０１６年 ９月 帰真園 夜の特別プログラム

２０１６年１０月 東京農業大学演習・公開講座



２０１５年５月 帰真園体験プログラム

「初夏に香る・育む ～帰真園で香り体験と花植え～」



２０１５年５月 帰真園体験プログラム

「初夏に香る・育む ～帰真園で香り体験と花植え～」



（『よみがえる源氏物語絵巻』「竹河一」）

２０１５年５月 帰真園体験プログラム

『源氏物語』にみる庭園の香り



「園に匂へる紅の、色にとられて香なん白き梅には劣れると

言ふめるを、いとかしこくとり並べても咲きけるかな」

（「紅梅」）

園に咲きにおう紅梅は、その色に負けて、香りは白梅に

劣っているといわれるが、まったくみごとに二つながら

兼ね備えて咲いたものよ

背景の状況： 大納言から送られた紅梅の香りも
よいものを受取り、匂宮がほめる言葉。
普通は白梅のほうが香りが勝ると思われて
いた。

２０１５年５月 帰真園体験プログラム

『源氏物語』にみる白梅と紅梅の香り



２０１５年９月

帰真園

夜の特別プログラム



２０１５年９月 帰真園 夜の特別プログラム



２０１５年１０月・１１月 東京農業大学演習・公開講座



２０１５年１０月・１１月 東京農業大学演習・公開講座



２０１６年６月 帰真園体験プログラム

「初夏に香る・育む ～帰真園で香りさがし～」
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２０１６年９月 帰真園 夜の特別プログラム

参加者募集（日本語） 参加者募集（英語）



２０１６年９月 帰真園 夜の特別プログラム



２０１６年１０月 東京農業大学演習・公開講座



２０１６年１０月 東京農業大学演習・公開講座



ROYAL HORTICULTURL SOCIETY
“COMPANION TO SCENTED PLANTS”

STEPHEN LACEY
With photographs by Andrew Lawson

英国王立園芸協会
「香り植物図鑑 花・葉・樹皮の香りを愉しむ」

スティーブン・レイシー 著
アンドリュー・ローソン 写真

小泉祐貴子 訳

香り植物の参考図書

英国王立園芸協会「香り植物図鑑 花・葉・樹皮の香りを愉しむ」



「香り風景」という視点

「香り風景（匂い風景）」とは、嗅覚だけを切り離して捉えた風景では

決してなく、匂いや香りという感覚刺激を中心としながら、他の感覚に

よっても複合的に捉えられる空間の風情をも含んだ風景であり、それら

を周りとの関係において総合的に捉えた風景概念である。

日本人にとって、香りとの関わりは・・・

ただ香らせるのではなく、そこに物語や情緒が存在するもの。

モノではなく、「風景」。



「香り風景」を創り出す

株式会社セントスケープ・デザインスタジオの仕事



事例のご紹介
（三重県津市「いつくしみの杜」の植栽設計）



事例のご紹介
（清澄庭園でのライトアップ＋香り風景の演出）



事例のご紹介
（ギャラリー、ホテル、クリニックなど）



事例のご紹介
（香水制作＆香水のコンサルティング）





何度も訪れたくなる「香り風景」をつくる

「あの日、あの時、あの場所で」

・風景の中にふと漂う香りを植栽などで創出する

➡ できるだけはっきりとした印象を演出できるポイントも作る

➡ 記憶に残る「香り風景」へ

・後日再びその香りを嗅いだ時・・・

➡ 香りがトリガーとなり、

「あの日、あの時、あの場所で」体験した「香り風景」を
五感の記憶とともに鮮やかに思い出す

➡ またあの場所に行ってみたい！

➡ さらに訪れる季節によって異なる「香り風景」を体験できる

と素晴らしい！




